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支援機器 Hearing aid 
分類(ISO9999) 22 
試験相 4 
研究仮説（目的） 
の概要 

スピーチ可聴性（ＡＩ）の改善が日常のコミュニケーションの満足度向上と関係がある 

研究デザイン コホート研究 
障害・疾患 聴覚障害者 
対象者・数 障害者１１５人（１１４人男、１人女、ave65.5ｙ）（39−80ｙ） 
主要アウトカム AI（可聴性を定量化する）、APHAB 
副次アウトカム 1 SADL 
副次アウトカム 2  
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 無 
結果の概要 補聴器効果は、直接スピーチ理解と結びつかないかもしれない 
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